
兄弟都市ジュニア交流隊

遠藤大臣（左から３番目）に要
望書を手渡す清水市長

延岡市のランドマーク・旭化成せんい㈱の
煙突がそびえる市内の風景

○
延
岡
市
の
概
要

　
延
岡
市
は
宮
崎
県
北
部
に
位

置
し
、
九
州
山
地
を
背
に
日
向

灘
に
面
す
る
、
人
口
約
十
三
万

人
の
市
で
す
。
九
州
地
方
で
は

二
番
目
に
広
い
面
積
を
有
し
て

お
り
、
旭
化
成
㈱
を
中
心
と
す

る
工
業
都
市
と
し
て
発
展
し
て

い
ま
す
。

○
交
流
の
経
緯

　
本
市
と
は
、
江
戸
時
代
の
共

通
の
藩
主
・
内
藤
公
を
有
す
る

と
い
う
、
歴
史
的
な
絆
を
縁
と

し
て
、
民
間
団
体
を
中
心
と
し

た
交
流
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
内
藤
公
の
延
岡
転
封
二
百
五

十
年
を
迎
え
た
平
成
九
年
に
、

兄
弟
都
市
の
協
定
を
締
結
し
て

以
来
、
お
互
い
の
イ
ベ
ン
ト
へ

の
使
節
団
の
参
加
や
、
中
学
生

の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
、
小
学
生
の

交
流
隊
派
遣
な
ど
で
、
親
交
を

深
め
て
い
ま
す
。

○
兄
弟
都
市
の
絆

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
義
援

金
の
ほ
か
、
飲
料
水
や
食
料
品

な
ど
、
多
大
な
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
も
復

興
を
応
援
す
る
た
め
、
延
岡
市

の
職
員
が
本
市
に
派
遣
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
四
月
二
十
七
日
、
国
に
対
し
、

双
葉
郡
八
町
村
（
双
葉
地
方
町

村
会
）
と
合
同
で
要
望
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
内
閣
府
で
は
、
遠
藤
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
担
当
大

臣
に
、
二
〇
二
〇
年
東
京
大
会

で
の
合
宿
地
の
誘
致
や
野
球
・

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
開
催
に

つ
い
て
、
国
土
交
通
省
で
は
、

石
井
国
土
交
通
大
臣
に
、
Ｊ
Ｒ

常
磐
線
の
早
期
全
線
復
旧
と
常

磐
自
動
車
道
の
全
区
間
四
車
線

化
な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
双
葉
郡
八
町
村
と

連
携
し
な
が
ら
、
地
域
復
興
や

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

兄
弟
都
市・延
岡
市
を
知
ろ
う
双
葉
郡
８
町
村
と

合
同
要
望
を
実
施

　８月16日㈫から19日㈮に延岡市に派遣する、
市内の小学５・６年生を募集します。
▶募集定員　20人（男女各10人）
▶参加費　　２万円
▶申込期限　７月４日㈪まで
※申し込み方法など、詳しくは同課へ。

募集
観光交流課都市交流係　☎22－1279

ト
ピ
ッ
ク
ス
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　いわき市の復興・創生の柱の一つ「しごと
づくり」を具現化する出来事として、先月、
新たな動きがいくつかありました。
　一つには、農業の新たな試みで、四倉地区
に㈱ＪＲとまとランドいわきファームおよび、
㈱ワンダーファームが複合型農業体験施設と
してグランドオープンしました。本市農業の
６次化を進める画期的な事業であり、今後の
広がりに期待したいと思います。

　二つには、いわき大王製紙㈱の隣地にエリ
エールプロダクト㈱いわき工場第１期工事が
完了しました。主に、紙おむつを生産する工
場で、将来は海外向けに事業を拡大すること
が見込まれ、今後の工場増設や小名浜港の利
用促進が期待されています。
　三つには、㈱ドームの物流センター「ドー
ムいわきベース」が本格稼働しました。多く
の若者を雇用しているほか、将来のサッカー
Ｊリーグ入りを目指す新生「いわきＦＣ」を
立ち上げており、今後が楽しみです。
　これらは、本市復興の追い風となる動きで
あり、本年３月に制定した「市中小企業・小
規模企業振興条例」を最大限に生かしながら、
次なる50年に向けた地場産業を育成すること
が、本市発展の鍵となります。

こんにちは 市長室からこんにちは 市長室から

いわき市長　清 水 敏 男

次なる50年に向けて！
「しごとづくり」

⑭
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○
吉
田
家
門
＝
泉
町
　
個
人
所

　
有

　
部
材
の
風
化
具
合
か
ら
、
江

戸
時
代
の
後
期
に
創
建
さ
れ
た

も
の
と
推
測
さ
れ
、
か
つ
て
泉

藩
の
館
に
あ
っ
た
門
を
、
移
築

し
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
幾
度
と
な
く
改
変
が
な
さ
れ

た
跡
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
形
を

変
え
な
が
ら
、
現
代
ま
で
守
り

伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
も
価

値
が
あ
り
、
い
わ
き
地
方
に
お

け
る
数
少
な
い
お
城
の
遺
構
と

し
て
、
保
存
・
保
護
す
べ
き
建

物
で
す
。

○
木
造
不
動
明
王
立
像
＝
遠
野

　
町
上
遠
野
　
円
通
寺
所
有

　
寺
に
残
る
記
録
か
ら
、
嘉
吉

二
（
一
四
四
二
）
年
頃
に
中
央

（
京
都
）
の
正
統
的
仏
師
に
よ

り
作
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

ま
す
。

　
室
町
時
代
初
期
の
造
形
の
特

徴
が
見
ら
れ
、
当
時
の
仏
像
の

中
で
も
製
作
技
術
が
優
れ
て
お

り
、
基
準
作
と
も
い
え
る
作
品

で
す
。
い
わ
き
地
方
の
有
力
な

領
主
層
に
よ
る
造
像
と
考
え
ら

れ
、
そ
の
遺
品
と
し
て
歴
史
的

に
も
価
値
が
あ
り
ま
す
。

○
奥
州
磐
城
平
城
下
絵
図
＝
小

　
名
浜
　
個
人
所
有

　
内
藤
家
藩
士
の
小
林
全
當
が
、

主
君
と
共
に
、
日
向
国
（
宮
崎

県
）
延
岡
に
移
っ
た
二
年
後
の

寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
に
、

記
憶
を
頼
り
に
望
郷
の
思
い
で

描
い
た
平
城
下
の
絵
図
で
す
。

　
軍
事
的
な
意
味
合
い
が
強
い

た
め
、
描
か
れ
る
こ
と
が
少
な

い
城
郭
内
の
施
設
の
ほ
か
、
家

臣
屋
敷
や
町
屋
の
位
置
な
ど
、

当
時
の
城
下
の
様
子
を
詳
細
に

伝
え
て
お
り
、
大
変
貴
重
な
歴

史
資
料
で
す
。

○
井
戸
沢
断
層
（
塩
ノ
平
断

　
層
）
＝
田
人
町
黒
田
　
個

　
人
所
有

　
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の

大
規
模
余
震
（
平
成
二
十
三
年

四
月
十
一
日
発
生
）
で
出
現
し

た
断
層
で
、
最
大
で
二
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
ず
れ
が
確
認
で
き
ま

す
。

　
海
溝
型
地
震
に
よ
っ
て
内
陸

活
断
層
が
活
動
し
、
余
震
を
起

こ
し
て
出
現
し
た
、
日
本
初
の

正
断
層
型
の
地
震
断
層
と
し
て
、

大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

　
♢
　
　
♢
　
　
♢
　
　
♢

　
今
回
の
指
定
に
よ
り
、
市
内

に
あ
る
市
指
定
文
化
財
は
百
八

十
六
件
と
な
り
ま
し
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

い
わ
き
の
歴
史
を
伝
え
る
文
化
財

○
お
問
い
合
わ
せ

　
文
化
振
興
課
文
化
財
係

　
☎
22
・
７
５
４
６

　
市
教
育
委
員
会
は
、
五
月
二
日
、
新
た
に
三
件
の
有
形
文
化
財

と
一
件
の
天
然
記
念
物
を
、
市
指
定
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

有
形
文
化
財

天
然
記
念
物

木造不動明王立像

吉田家門

奥州磐城平城下絵図

か
　き
つ

ぜ
ん
と
う

ひ
ゅ
う
が
こ
く

か
ん
え
ん

ふ
　
ど
う
み
ょ
う
お
う
り
ゅ
う
ぞ
う

い
わ
　
き
　た
い
ら
じ
ょ
う
か
　
　え
　
ず

井戸沢断層（塩ノ平断層）

い
　
と
　
ざ
わ

し
お
　
の
　
ひ
ら



連
載
シ
リ
ー
ズ
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平
市
街
の
南
域
を
東
西
に
流

れ
る
新
川
。
か
つ
て
こ
の
川
が

「
古
川
」
、
現
在
の
新
川
緑
地

（
旧
新
川
）
が
「
新
川
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
の

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
江
戸
時
代
、
旧
新
川
は
平
市

街
の
南
外
れ
を
流
れ
る
川
で
し

た
。
明
治
時
代
に
は
桜
が
植
え

ら
れ
、
春
と
も
な
る
と
雪
洞
に

明
か
り
が
灯
さ
れ
、
大
勢
の
花

見
客
が
そ
の
美
し
さ
を
愛
で
て

い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
大
正
時
代
か
ら
市

街
が
南
進
。
昭
和
時
代
に
な
る

と
、
生
活
雑
排
水
で
汚
れ
が
目

立
つ
よ
う
に
な
り
、
ま
た
洪
水

対
策
を
取
る
に
し
て
も
、
周
辺

は
住
宅
化
し
て
、
も
は
や
河
川

改
修
が
で
き
な
い
状
況
で
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
昭
和
十
（
一
九

三
五
）
年
か
ら
古
川
を
新
川
と

し
て
付
け
替
え
る
河
川
改
修
に

着
手
し
、
昭
和
二
十
三
（
一
九

四
八
）
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

旧
新
川
を
ど
う
す
る
か
、
さ
ま

ざ
ま
な
案
が
浮
か
び
ま
し
た

が
、
昭
和
四
十
三
〜
四
十
八

（
一
九
六
八
〜
一
九
七
三
）
年

に
暗
渠
化
さ
れ
、
一
部
駐
車
場

か
ら
な
る
、
環
境
に
配
慮
し
た

新
川
緑
地
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。

　
カ
タ
チ
こ
そ
昔
と
異
な
る
も

の
の
、
今
も
緑
豊
か
な
憩
い
空

間
と
し
て
、
散
策
す
る
人
々
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

（
い
わ
き
地
域
学
會

　
　
　
　
　
　
　
小
宅
幸
一
）

※

い
わ
き
市
内
の
昔
の
写
真
を

　
お
持
ち
で
、
提
供
い
た
だ
け

　
る
方
は
、
ふ
る
さ
と
発
信
課

　
（
☎
22
・
７
５
０
３
）
ま
で
。

　
い
わ
き
市
は
本
年
十
月
に
、
市
制
施

行
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
本
市
の
こ

れ
ま
で
の
歩
み
を
、
市
内
各
所
の
過
去

と
現
在
の
写
真
を
比
較
し
、
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
な
が
ら
振
り
返
り
ま
す
。

〈写真１〉河川改修が行われている旧新川。背後に平市
公会堂が見える〔昭和27（1952）年11月、松本正平氏撮
影・松本正夫氏提供〕

〈写真２〉写真１の現在の風景（市文化センター北側の
新川緑地）。旧新川は暗渠化され、散歩道となっている
〔平成28（2016）年５月、いわき市撮影〕

測定時刻：11時
単　　位：マイクロシーベルト／時
出　　典：原子力規制委員会ホーム
　　　　　ページより

※過去における測定値、平成22年度の市内の状況については、0.04～0.07マイクロシーベルト／時で推移していました。（福島県ホームページより）

５月16日㈪の市役所本庁舎、各支所・市民サービスセンターでの放射線量測定値
庁舎・支所 小名浜 勿来 常磐 内郷 四倉 遠野 小川 好間 三和 田人 川前平（本庁） 久之浜・大久

地上１m 0.093 0.035

市民サービスセンター 豊間
地上１m 0.093

泉
0.048

中央台
0.064

0.040 0.054 0.042 0.052 0.050 0.056 0.051 0.073 0.063 0.065 0.058

放射線に関する問い合わせ窓口（県設置窓口）☎0120－988－359　平日：８時30分～18時15分　土日祝：８時30分～正午

水道水の放射性
物質の測定結果

水道局では、市内全 12 浄水場の水道水を週３回（法田第一ポンプ場・旅人浄水場・上遠野浄水場は週１回）検査しています。現在の検
査結果は、放射性ヨウ素・放射性セシウムとも、全て不検出（１ベクレル /㎏未満）であり、安心して飲んでいただけます。

モニタリングポストは、マイクログレイ／時で測定されていますが、
本表では１マイクログレイ／時＝１マイクロシーベルト／時と換算
して表示しています。

ぼ
ん 

ぼ
り

め

と
も

あ
ん
き
ょ

新
川
緑
地

市
民
の
ひ
ろ
ば
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入
れ
、
小
川
町
の
特
産
の
一
つ
と
し
て
根

付
い
て
い
く
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
方
か
ら
、
フ
ェ
イ
ジ
ョ

ア
の
苗
木
を
庭
に
植
え
て
育
て
た
い
と
の

話
を
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
小
・
中
学
校
に
も
植
え
る
な
ど
し
て
、

フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
の
花
の
美
し
さ
や
実
の
お

い
し
さ
、
素
敵
な
香
り
を
子
ど
も
た
ち
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　
今
後
の
抱
負
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
小
川
町
か
ら
全
国
に
フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
の

魅
力
を
発
信
し
て
、
よ
り
多
く
の
方
に
食

べ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
大
切
に
育
て
て

い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
自
然
豊

か
な
小
川
町
を
、
全
国
の
皆
さ
ん
に
P
R

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

農
業
は
苦
労
の
連
続
で
し
た
。

　
ま
た
、
栽
培
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た
矢

先
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
原
発
事

故
の
風
評
に
よ
り
注
文
が
減
り
、
そ
の
後

も
、
台
風
や
記
録
的
な
大
雪
に
見
舞
わ
れ

る
な
ど
、
幾
度
と
な
く
大
き
な
被
害
を
受

け
て
き
ま
し
た
。

　
で
も
、
こ
こ
で
諦
め
ず
に
、
も
う
一
度

頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
と
、
地
域
の
皆

さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
訪
れ
る
皆
さ
ん

な
ど
、
多
く
の
支
え
に
よ
り
持
ち
直
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｑ
　
栽
培
を
通
し
た
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
は
そ
の
ま
ま
食
べ
て
も

お
い
し
い
で
す
が
、
お
菓
子
や
お
茶
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
加
工
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
こ
で
加
工
品
の
開
発
に
力
を

Ｑ
　
フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
の
栽
培
を
行
う
こ
と

に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
東
京
で
建
設
関
係
の
会
社
員
を
し
て
い

た
こ
ろ
、
妻
と
旅
行
で
訪
れ
た
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
、
独
特
の
花
の
美
し
さ

と
、
完
熟
し
た
実
の
放
つ
得
も
言
わ
れ
ぬ

香
り
に
魅
了
さ
れ
た
の
が
「
フ
ェ
イ
ジ
ョ

ア
」
と
の
出
会
い
で
し
た
。

　
本
格
的
に
フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
を
栽
培
し
た

い
と
、
早
期
退
職
し
て
、
栽
培
に
適
し
た

土
地
を
探
す
た
め
に
、
長
崎
県
や
和
歌
山

県
、
千
葉
県
な
ど
に
足
を
運
び
ま
し
た
が
、

こ
の
小
川
町
で
、
緑
の
美
し
さ
や
沢
水
の

音
な
ど
、
自
然
環
境
に
魅
力
を
感
じ
、
平

成
十
五
年
九
月
に
移
住
し
ま
し
た
。

Ｑ
　
栽
培
を
始
め
て
い
か
が
で
し
た
か
。

　
初
め
て
暮
ら
す
土
地
で
の
、
初
め
て
の
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市民のひろば ～地域が輝く！明るく 元気な いわき～

　今月号は、小川町で南米原産の熱帯果樹フェイジョアを栽培
している「ゆうゆうファーム」代表の丸山雄三さんに、フェイ
ジョアの栽培を通した地域とのつながりなどについて、インタ
ビューした内容をお伝えします。

フェイジョアの実と花

小川町の特産物になるよう加工品を開発

丸山雄三さん（右）と妻の友子さん


